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６月６日に当協会の定時総会､ ７月14日に組織委員会を開催し､ 26年度の事業計画や役員・委員人事が決定いたし

ました｡
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任期満了に伴う役員の改選により､ 理事39名と監事５名が選出されました｡

その直後に､ 正副会長等を選出する理事会を開催､ 会長候補に２氏が推挙され､ 挙手で公正に採決した結果､ 山中

栄広氏の再選が決定しました｡ また､ 副会長は５名全員が再任されました (役員名簿 ｐ16ページ参照)｡

山中会長は ｢会長の職に再度就くことになり､ 責任の重さに身の引き締まる思いであります｡ 前期からの課題が山

積しているので､ 背中にムチを入れ､ 皆さんにもご指導いただきながら取り組んでいきます｡｣ と挨拶を述べました｡
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－コンプライアンスの推進と利益なき繁忙からの脱却－

コンプライアンスの徹底､ 防災・減災・防犯等のＣＳＲ活動を継続するとともに､ ｢透明性｣ ｢公正性｣ ｢競争性｣

を基本理念とする公共調達制度の確立を目指すこととし､ また､ 採算の得られない工事の増加等で､ 様々な課題が山

積していることから､ ｢利益なき繁忙からの脱却｣ を目指して､ 政府､ 各行政機関と連携して取り組みを進めること

としています｡
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当協会の表彰式典を総会終了後に執り行いました｡

来賓に四国地方整備局から､ 藤山地方事業評価管理官､ 高知河川国道事務所の安達所長､ 土佐国道事務所の横地所

長､ 高知港湾・空港整備事務所の西村所長､ 中筋川総合開発工事事務所の松本所長､ 県土木部から､ 奥谷土木部長､

平田土木副部長､ 出先土木事務から､ 中央東土木事務所長の中島氏､ 中央西土木事務所長の高田氏がご臨席され､ 業

界発展に功績のあった43名の方々が受賞されました｡
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１. 会社､ 営業所

経営の合理化､ 技術の向上など功績が顕著な方｡

㈱ 山 本 建 設

黒 岩 工 業 ㈱

㈱ 中 島 工 務 店

㈲ 谷 脇 組

㈱ ヤ マ サ

２. 従業員

会員企業の従業員として優秀且つ品行方正にて

従業員の模範である方｡

㈲ 西 野 建 設 坊計 佐美

大 宮 建 設 ㈱ 田村 英明

旭ブロック建設㈱ 門田 崇文
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永年にわたり､ 建設業退職金共済制度の普及､ 加入

の促進､ 履行の確保に尽力された事業所｡

１. 事業所

㈲ 木 下 建 設

㈱ 山 本 建 設
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１. 個人の部

協会の役職員として､ 共済団事業の運営に功労

のあった方｡

(一社) 高知県建設業協会

会 長 山中 栄広

理 事 森本 昌宏

理 事 松元 秀人

理 事 金谷 光人

理 事 上原 敏

事務局 川上 勲夫

事務局 岡� 倫静
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１. 役 員

当協会役員として協会並びに業界の発展にご尽

力頂いた方｡

大 洋 建 設 ㈱ 西内 正光

㈱ 土 居 建 設 土居 三平

新 谷 建 設 ㈱ 新谷 茂

㈲ 平 成 技 建 瀬川 昌男

２. 会 員

当協会会員として協会並びに業界の発展にご尽

力いただいた方｡

㈲ 中 澤 建 設 中澤 洋子

㈱富士建設工業 澤本 健雄

㈲ 徳 大 建 設 小松 大二

３. 従業員

会員企業の従業員として永年社業の隆盛に貢献

された方｡

弘光 三義 小松 洋介

尾崎 慎哉 山上 敬太

横井 靖久 西川 昌伸

吉村 佳純 武内 正明

北川 郁雄 畑山 政弘

櫻木 徳男 中越 正晴

得居 将弘 徳弘 諭

藤田 武志 小野 等

柿内 裕太 山本 泉

山本 和彦
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宮田氏は昭和44年３月､ 明星大学理工学部土木工学科を卒業後､ 同年４

月に父の経営する大宮建設に入社｡ 大学で学んだ技術を現場で更に磨き､

工事品質の向上に大きく貢献する｡ 昭和47年７月に同社が大宮建設株式会

社へ組織変更すると同時に取締役部長に就任し､ 社長の良き補佐役として

社業の発展に全力を注いだ｡ そして平成２年１月､ 弱冠40歳で代表取締役

に就任すると､ 県､ 市町村発注の土木一式工事を中心に､ 数多くの優良工

事を手掛けるとともに､ 災害等の緊急時への対応や､ 就業環境の改善でも

優れた実績を残し､ 着実に信頼を築いてきた｡ 優れた経営により同社は今

や県都高知市における有数の優良建設業者として､ その地位を確固たるも

のとしており､ その手腕と人柄は業界内外から高く評価されている｡

また､ 平成６年から､ 社団法人高知県建設業協会 (現・一般社団法人高

知県建設業協会) の理事､ 監事を歴任､ 現在は理事として会員企業の経営

能力及び施工技術の向上と企業体質の改善強化､ 会員相互の融和と親睦､

他の関係団体との連絡調整並びに協調に尽くしている｡
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現職

(一社) 高知県建設業協会 理事 (一社) 高知県建設業協会下水道部会 部会長

高知県建設業協会高知支部 副支部長 高知地区建設業協会 副会長

鏡・土佐山地区建設業協会 会長 建設業労働災害防止協会高知県支部 理事

(公社) 高知県土木施工管理技士会 副会長 (一社) 高知県火薬類保安協会高知支部 副支部長
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平成５年２月 薊野部屯所建築にあたり高知市消防団一宮分団長より感謝状

平成７年５月 交通事故防止への尽力に対し高知地区安全運転管理者協議会長並びに高知警察署長より表彰状

平成８年７月 都砂第５－１号金谷東谷川都市砂防工事に対し優良工事として高知土木事務所長より表彰状

平成11年11月 建設雇用改善優良事業所として高知県知事より表彰状

平成12年４月 国道439号道路改良 (大峠トンネル東工区) 工事に対し無災害であったとして青木・大宮・本越建

設共同企業体へ高知労働基準局長より表彰状

平成12年６月 交通事故防止への尽力に対し高知警察本部長並びに社団法人高知県安全運転管理者協議会連合会長

より表彰状

平成16年11月 建設雇用改善優良事業所として厚生労働大臣より表彰状

平成19年８月 久万秦分区汚水管渠築造工事 (その２) に対し､ 新進・宮田・大宮建設共同企業体へ高知市長より

表彰状

平成23年７月 建設功労により､ 国土交通大臣表彰

平成24年３月 県道南国伊野線道路改良工事に対し優良工事として高知土木事務所長より表彰状

平成25年３月 県道南国伊野線道路改良工事に対し優良工事として高知土木事務所長より表彰状
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山
田
、
八
田
、
鎌
田
３
大
堰
の
築
造
、｢

八
田
の
切
抜｣

、

｢

唐
音
の
切
抜｣

な
ど
は
、
鑿
、
槌
、
鍬
、
も
っ
こ
な
ど

の
工
具
し
か
な
い
時
代
と
あ
っ
て
極
め
つ
け
の
難
工
事

で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
課
役
に
よ
っ

て
投
入
さ
れ
た
膨
大
な
労
働
力
で
あ
り
、
古
代
か
ら
蓄

積
さ
れ
て
き
た
土
木
技
術
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
堰

の
築
造
技
術
に
つ
い
て
は
、｢

南
路
志｣

の
記
述
と
、

｢

春
野
町
史｣

収
載
の
八
田
堰
補
修
技
術
伝
承
者
か
ら
の

聞
き
書
き
が
あ
る
。
兼
山
関
係
の
土
木
技
術
に
触
れ
る

著
述
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
四
国
建
設
弘
済
会
刊

｢

四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み｣

が
土
木
技
術
者
の
視
点
か
ら
簡
明
に
ま
と
め
て
い
る
の

で
、
以
下
に
引
用
す
る
。

〈
前
略
〉
ま
ず
堰
の
上
流
に
松
の
大
材
を
３
本
組

み
あ
わ
せ
て
、｢

立
て
ま
ち｣

の
よ
う
な
も
の
を
作
り

川
の
流
れ
を
緩
め
る
。
こ
れ
を
中
枠
と
よ
ん
だ
。
こ

の
下
手
に
堰
を
作
る
。
一
番
上
流
の
一
列
は

｢

固
盤

枠｣

と
い
い
、
長
さ
３
間

(

５
・
４
ｍ)

、
一
抱
え
も

あ
る
大
き
な
松
の
胴
木
で
作
っ
た
直
方
体
の
周
囲
に

｢

ひ
ご｣

と
い
っ
て
径
10
㎝
ほ
ど
の
松
丸
太
を
鳥
篭
の

よ
う
に
組
ん
だ
。
こ
の
固
盤
枠
に
つ
づ
い
て
下
流
の

側
に

｢

土
台
枠｣

(

ひ
ご
の
な
い
胴
木
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の)

を
並
べ
る
。
こ
れ
が
幾
列
か
続
い
て
最
下

流
に

｢

片
固
盤｣

を
据
え
る
。
作
業
は
堰
の
両
岸
や

堰
の
上
で
枠
を
仕
上
げ
、
水
の
中
に
枠
を
入
れ
る
と

間
髪
を
お
か
ず
栗
石
を
枠
に
詰
め
て
枠
を
安
定
さ
せ

る
。
仕
上
げ

は
石
築
き
で
、

石
工
が
大
き

な
割
石
を
急

い
で
築
き
あ

げ
る
。
こ
と

に
注
目
し
た

い
の
は

｢

四

ツ
枠｣

の
沈

設
で
あ
る
。

川
の
深
い
流

れ
の
早
い
個

所
に
は
四
ツ

枠
が
沈
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
胴
木
を
組
み
あ
わ
せ
た

枠
の
末
端
を
切
り
尖
が
ら
せ
て
あ
り
一
組
ず
つ
堰
の

先
端
か
ら
川
底
に
沈
め
、
水
泳
に
自
信
の
あ
る

｢

川

夫｣

と
よ
ば
れ
る
人
た
ち
が
潜
水
し
て
四
ツ
枠
を
川

底
に
安
定
さ
せ
る
。
そ
し
て
栗
石
、
割
石
と
い
う
前

記
の
工
程
が
加
え
ら
れ
て
完
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
工
事

は
、
主
と
し
て
農
閑
期
に
進
め
ら
れ
、
冬
季
に
施
工
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
南
国
と
は
い
え
苦
し
い
作
業
で
、

川
夫
は
長
生
き
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。〈
後
略
〉

取
水
口
の
八
田
閘
、
井ゆ

流る

、
底そ
こ

圦い
り

工
事
も
行
わ
れ
た
。

｢

春
野
町
史｣

は

｢

〈
前
略
〉
閘－

井
流
は
取
水
口
の
八

田
閘
、
諸
木
井
筋
を
分
岐
す
る
小
田
井
流
、
川
窪
井
筋

を
同
じ
く
分
岐
す
る
川
窪
井
流
等
著
名
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
道
の
下
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
用
水
路
が
通
じ
る
も
の

で
、
大
石
、
巨
木
を
方
形
に
積
ん
で
の
大
工
事
で
あ
る
。

〈
中
略
〉
こ
の
井
流
と
同
構
造
で
あ
る
が
、
用
途
の
違
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う
底
圦
が
あ
る
。
用
水
路
の
下
を
排
水
路
が
流
れ
互
い

に
立
体
交
叉
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
主
な
も
の
に
、
末

田
、
原
田
、
百
笑
、
遅
納
、
鶴
田
等
あ
り
、
い
ず
れ
も

山
地
か
ら
流
出
す
る
谷
川
と
用
水
と
の
交
叉
点
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
閘
同
様
な
配
慮
と
労
力
の
投
入
が
あ
っ
て
、

用
、
排
水
路
の
区
分
と
い
う
新
し
い
灌
漑
技
術
の
成
果

を
示
し
て
い
る｣
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
用
水
路
の
漏
水
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
大
勢
が

棒
で
赤
土
の
底
を
突
き
固
め
る

｢

千
本
突
き｣

も
行
わ

れ
た
。

さ
ら
に
、
工
事
年
度
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
兼
山

の
遺
業
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
、
四
万
十
川
の
支

流
後
川
の
麻
生
堰
と
岩
田
堰
、
松
田
川

(

手
背
川)
の

水
を
河
戸
堰
で
堰
い
て
掘
っ
た
坂
の
下
水
路
が
あ
る
。

領
地
本
山
郷
を
皮
切
り
と
し
て
物
部
、
仁
淀
川
そ
の

他
の
水
利
開
発
事
業
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
新
田
の
総
面

積
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
０
〜
７
０
０
０
ha
と
諸
説
が

あ
り
、｢

野
中
兼
山
と
其
の
時
代｣

で
は
、｢

24
万
石
と

さ
れ
た
土
佐
を
２
０
０
年
後
に
は
50
万
石
に
加
増
し
た

の
で
あ
る｣

と
記
し
て
い
る
。
調
査
の
年
代
、
方
法
な

ど
に
よ
り
異
な
る
も
の
だ
が
、
後
々
ま
で
藩
経
済
に
大
き

い
効
果
を
、
も
た
ら
し
た
と
す
る
点
に
は
異
論
が
な
い
。
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兼
山
の
施
策
で
、
物
部
、
仁
淀
川
流
域
の
開
発
に
劣

ら
ず
、
藩
経
済
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
は
港
湾
建

設
で
あ
っ
た
。

土
佐
と
中
央
と
の
交
通
、
運
輸
に
は
、
南
海
道
が
余

り
に
も
迂
遠
で
あ
り
険
し
か
っ
た
た
め
、
古
代
か
ら

�
海
上
の
道
�
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
馬

１
頭
と
馬
方
１
人
で
運
べ
る
の
は
米
１
石

(

玄
米
で
１

６
０
㎏)

分
が
い
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
船

な
ら
水
夫
数
人
で
50
石
以
上
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
現

代
で
も
、
最
も
経
済
的
な
大
量
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
主
役

は
海
運
で
あ
る
。
土
佐
藩
で
は
、
元
和
の
改
革
で
白
髪

山
、
魚
梁
瀬
の
良
材
を
上
方
で
売
り
、
財
政
危
機
を
切

り
抜
け
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
も
、
海
上
輸

送
で
あ
っ
た
。

兼
山
は
、
乱
伐
に
よ
る
山
林
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
、
厳

し
い
輪
伐
制
を
定
め
、
輸
送
す
る
船
の
隻
数
、
大
型
化

ま
で
抑
え
た
が
、
木
材
販
売
の
収
益
は
土
佐
藩
の
大
切

な
財
源
で
あ
り
、
材
木
の
上
方
送
り
は
続
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
藩
内
の
物
資
輸
送
も
、
陸
路
が
川
や
山
地
で

分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
多
く
を
沿
岸
航
路
に
頼
っ
た
。

し
か
し
、
土
佐
沖
は
太
平
洋
の
荒
海
で
あ
る
。
都
へ

の
行
程
は
、
表
向
き
25
日
間
と
さ
れ
て
い
た
が
、
紀
貫

之
の

｢
土
佐
日
記｣

に
見
る
よ
う
に
実
際
は
風
待
ち
、

波
待
ち
が
あ
っ
て
50
日
以
上
か
か
っ
た
。
陸
路
に
比
べ

利
点
の
大
き
い
海
上
輸
送
も
、
当
時
は
風
ま
か
せ
波
ま

か
せ
で
あ
り
、
嵐
に
遭
え
ば
難
破
す
る
危
険
も
大
き
か
っ

た
。
特
に
、
上
方
航
路
に
は
最
大
の
難
所
・
室
戸
岬
が

あ
っ
た
。
岬
近
く
で
天
候
急
変
す
れ
ば
避
難
す
る
先
が

な
く
、
海
の
藻
屑
と
成
り
果
て
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

藩
経
済
の
発
展
は
、
上
方
航
路
、
そ
れ
に
領
内
の
沿

岸
航
路
の
安
全
度
に
深
く
結
び
着
い
て
い
た
。
だ
が
、

土
佐
湾
海
岸
は
、
九
十
九
洋
と
呼
ば
れ
、
小
出
入
り
は

多
か
っ
た
が
風
波
を
避
け
る
こ
と
の
で
き
る
港
が
少
な

か
っ
た
の
で
、
港
の
整
備
は
、
藩
に
と
っ
て
重
要
な
政

策
課
題
で
あ
り
、
ま
た
海
に
生
き
る
人
々
の
願
い
で
も

あ
っ
た
。

そ
こ
で
兼
山
は
、
ま
ず
、
１
６
４
０

(

寛
永
17)

年
、

室
津
港
の
改
修
を
行
い
、
次
い
で
八
田
堰
築
造
に
着
手

し
た
翌
年
の
１
６
５
１

(

慶
安
４)

年
、
津
呂
湊

(

室

戸
港
と
も
い
わ
れ
た
、
現
在
の
室
戸
市
津
呂
、
室
戸
岬

漁
港)

、
ま
た
そ
の
翌
年
の
１
６
５
２

(

承
応
元)

年
に

は
手
結
港
の
築
造
を
始
め
た
。
そ
の
う
ち
の
室
津
港
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
史
料
に
乏
し
く
、
同
港
が
本
格
的

に
築
造
さ
れ
た
の
は
、
兼
山
失
脚
後
の
こ
と
な
の
で
、

そ
の
際
触
れ
る
こ
と
と
し
、
津
呂
港
か
ら
述
べ
て
い
く
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

津
呂
の
地
は
、
室
戸
岬
か
ら
約
２
・
５
㎞
西
に
位
置

し
、
岩
礁
の
間
に
小
舟
を
引
き
揚
げ
る
船
溜
ま
り
が
あ
っ

た
。
兼
山
に
先
立
ち
１
６
１
８

(

元
和
４)

年
、
金
剛

頂
寺
の
最
蔵
坊
が
私
費
で
、
次
い
で
１
６
３
０
年
、
兼

山
の
養
父
野
中
直
継
が
藩
費
を
投
じ
、
そ
の
船
溜
ま
り

を
拡
充
整
備
し
て
港
を
造
ろ
う
と
し
た
が
、
固
い
岩
礁

に
阻
ま
れ
て
、
い
ず
れ
も
失
敗
し
て
い
る
。
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兼
山
の
場
合
も
工
事
は
は
か
ば
か
し
く
進
ま
ず
、
完

成
し
た
の
は
10
年
後
の
１
６
６
１(

寛
文
元)

年
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
当
初
は
、
幕
府
に
届
け
な
し
の
試
掘
で

あ
っ
た
の
と
、
同
時
施
工
中
の
物
部
、
仁
淀
川
の
水
利

事
業
を
優
先
施
工
し
、
津
呂
の
方
は
、
一
時
工
事
を
休

ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
幕
府
の
許
し
を
得
て
１

６
５
９

(

万
治
２)
年
、
本
格
的
に
着
工
し
て
か
ら
は
、

兼
山
自
ら
総
裁
と
し
て
鋭
意
施
工
に
当
た
り
、
翌
年
、

一
挙
に
東
西
１
９
９
・
１
ｍ
、
南
北
54
・
０
ｍ
、
水
深

２
・
４
ｍ

(

干
潮
時)

の
津
呂
港
を
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
間
、
１
年
遅
れ
て
着
工
し
た
手
結
港
を
１
６
５

３

(

承
応
２)

年
に
、
完
成
さ
せ
て
い
る
。
津
呂
港
工

事
の
難
航
を
見
越
し
、
一
日
も
早
く
浦
戸
〜
室
戸
岬
間

に
避
難
港
を
整
備
す
る
必
要
か
ら
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。津

呂
港
の
工
事
は
、
湾
口
に
当
た
る
個
所
に
ア
ー
チ

形
の
堤
を
設
け
、
太
平
洋
の
荒
波
を
締
め
切
り
、
次
い

で
締
め
切
っ
た
湾
内
を
干
し
上
げ
て
底
を
掘
り
下
げ
る

方
法
で
行
わ
れ
た
。
こ
う
書
い
て
し
ま
え
ば
簡
単
だ
が
、

機
械
力
、
発
破
の
技
術
が
な
か
っ
た
時
代
に
、
締
め
切

り
堤
を
造
る
の
も
、
固
い
岩
盤
、
岩
礁
を
鑿
と
槌
で
う

ち
砕
く
の
も
、
生
や
さ
し
い
工
事
で
は
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
難
工
事
を
、
３
０
０
年
余
り
前
に
、
い
ま
に
言

う
ド
ラ
イ
工
法
を
使
い
成
し
遂
げ
た
業
績
は
、
土
木
技

術
史
上
特
筆
に
値
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
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工
事
の
詳
細
は
、｢

室
戸
湊
記｣

に
書
き
残
さ
れ
て
い

る
。｢

室
戸
湊
記｣

は
、
元
は
津
呂
港
埠
頭
の
工
事
竣
工

記
念
碑
に
刻
ん
だ
兼
山
自
撰
の
碑
文
で
あ
り
、
そ
れ
が

書
き
写
さ
れ
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

す
べ
て
漢
文
で
、
松
野
尾
章
行
の

｢

皆
山
集｣

で
は
返

り
点
付
き
、
川
添
陽
著

｢

野
中
兼
山｣

に
は
白
文
で
納

め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
写
本
が
あ
る
。
ま
た
兼
山

の
自
撰
文
と
断
定
す
る
に
は
疑
義
を
持
つ
向
き
も
あ
る

が
、
津
呂
港
築
造
に
つ
い
て
の
著
述
は
、
す
べ
て
こ
れ

に
拠
っ
て
お
り
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
そ
こ
で
、
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
立
場
か
ら
、
兼
山

の
業
績
紹
介
に
努
め
た
深
谷
俊
明
工
学
博
士
が

｢

土
木

学
会
誌｣

１
９
７
８

(

昭
和
53)

年
12
月
号
に
発
表
し

た

｢

野
中
兼
山
と

『

室
戸
湊
記』｣

中
の
読
み
下
し
文
を

参
考
に
、
工
事
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
、
こ
こ
に
収
録

し
て
お
こ
う
。

〈
前
略
〉
土
州
安
藝
郡
室
戸
ハ
海
南
の
絶
際
ニ
シ

テ
、
杳
冥
ノ
中
ニ
突
出
シ
、
崖
嶽
��

、
磧
岩
磊
々
。

波
瀾
常
ニ
騰
湧
シ
、
潮
汐
ノ
迅
激
ナ
ル
コ
ト
亦
巫
峡

ノ
如
ク
ニ
ア
リ
。
若
シ
乃
チ
條
然
ト
シ
テ
風
怒
リ
浪

駭
カ
バ
、
磐
渦
谷
転
、
凌
涛
山
頽
、
コ
ノ
時
ニ
当
ラ

バ
、
往
来
ノ
舟
船
、
帆
ヲ
決
シ
、
橦
ヲ
摧
キ
、
進
退

由
ル
ナ
シ
。
矧
ン
ヤ
西
ノ
カ
タ
浦
戸
湊
ヲ
去
ル
コ
ト

十
二
里
、
北
ノ
カ
タ
甲
浦
湊
ヲ
去
ル
コ
ト
十
八
里
、

ソ
ノ
間
、
泊
ル
ベ
キ
湊
ナ
シ
。
而
シ
テ
或
ヒ
ハ
、
ソ

ノ
湍
急
ニ
駕
シ
テ
南
極
ノ
外
ニ
投
ジ
、
或
ヒ
ハ
怒
濤

ニ
邁
ヒ
テ
魚
腹
ノ
中
に
葬
ラ
ル
。
故
ニ
ソ
ノ
巖
険
ヲ

恐
レ
、
此
ノ
地
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
御
崎
ト
謂
フ
。
惟
フ
ニ

舟
楫
ノ
利
ハ
、
不
通
ヲ
済
ク
ル
ニ
ア
リ
ト
雖
モ
、
湊

�
無
ケ
レ
バ
、
即
チ
覆
流
ノ
害
ヲ
免
レ
ズ
。
人
民
鬱

懣
大
息
シ
、
殆
ン
ド
鬼
門
闕
ヲ
過
グ
ル
ガ
如
シ
。
コ

コ
ニ
我
本
州
、
賢
君
、
四
品
拾
遺
藤
原
忠
義
公
、
惻

然
ト
シ
テ
之
ヲ
哀
感
シ
、
湊
ヲ
成
シ
テ
、
害
ニ
嬰
ル

者
ヲ
救
ハ
ン
ト
念
ジ
ル
コ
ト
蓋
シ
年
有
リ
。
慶
安
中

ニ
及
ビ
、
此
ノ
地
ノ
形
勢
ヲ
相
セ
シ
メ
シ
ニ
、
此
ノ

浜
、
北
山
東
南
ニ
連
ナ
リ
、
正
午
ヲ
過
ギ
西
ハ
水
涯

ヨ
リ
南
ニ
去
ル
コ
ト
九
十
歩
許
リ
、
崇
岩
分
列
シ
テ

波
水
亦
稍
穏
静
ナ
リ
。
岩
間
ニ
石
ヲ
畳
ミ
テ
、
以
ツ

テ
之
ヲ
�
補
ス
レ
バ
、
西
風
ヲ
禦
グ
ベ
シ
。
幸
ヒ
釣

舟
ノ
出
入
ス
ル
ノ
澳
有
リ
、
尤
モ
湊
ト
為
ス
ニ
宜
シ

キ
ノ
處
ナ
リ
。
ソ
ノ
功
程
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
石
地
嶮
巖

ニ
シ
テ
、
寸
土
ナ
ク
、
細
沙
ナ
ク
、
労
費
大
ニ
シ
テ
、

事
功
ノ
難
ナ
ル
所
以
ナ
リ
。
然
リ
ト
雖
モ
或
ヒ
ハ
功

行
成
就
ニ
至
ラ
バ
、
海
底
ニ
細
沙
ナ
ク
、
礒
涯
ニ
泥

土
無
キ
ヲ
以
ツ
テ
、
却
ツ
テ
後
日
壅
塞
ノ
患
ナ
キ
ヲ

慮
リ
、
乃
チ
功
ヲ
試
シ
、
成
ヲ
決
シ
テ
、
圖
書
ヲ
成

シ
、
以
ツ
テ
之
ヲ
東
朝
ニ
請
ヒ
テ
、
既
ニ
允
ヲ
得
タ

リ
、
爰
ニ
安
積
幸
良
、
衣
斐
勝
光
、
野
村
成
正
ヲ
シ

テ
責
ニ
任
ゼ
シ
ム
、
因
リ
テ
命
ヲ
奉
ジ
、
井
上
康
重
、

工
者
江
口
延
光
ヲ
督
セ
シ
メ
、
相
與
ニ
之
ヲ
圖
ル
。

漁
父
告
ゲ
テ
曰
ク
、
湊
口
ト
為
ス
ベ
キ
處
ニ
三
峻
岩

ア
リ
、(

鯵
�
長
サ
十
二
歩
半
、
横
七
歩
、
高
サ
七
尺
。

斧
�
長
サ
五
歩
、
横
二
歩
半
、
高
サ
八
尺
。
鬼
牙
�

長
サ
四
歩
、
横
三
歩
、
高
サ
七
尺
余
。
従
前
大
概
似

テ
舟
ヲ
破
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
名
ヅ
ク)

舟
航
ノ
摧
敗
ノ

害
、
専
ラ
此
ニ
在
リ
。
假
令
、
比
ノ
湊
�
成
就
ス
ル

モ
、
此
ノ
三
�
ヲ
除
カ
ザ
レ
バ
、
則
チ
後
日
ノ
害
、

猶
前
日
ヨ
リ
モ
減
セ
ズ
。
然
レ
ド
モ
三
�
ノ
水
涯
ヲ

距
タ
ル
コ
ト
百
二
十
歩
余
ニ
シ
テ
、
�
寨
ト
シ
テ
之

ヲ
支

ス
ベ
キ
石
岩
無
ク
、
又
洪
濤
急
忽
ノ
之
ヲ
壊

ス
ヲ
恐
レ
テ
、
未
ダ
決
ス
ル
能
ハ
ズ
。
乃
チ
、
張
扇
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ニ
樞
要
ア
リ
テ
衆
勢
コ
レ
ニ
歸
ス
ル
ノ
象
ヲ
按
ジ
テ

以
爲
ラ
ク
ソ
ノ
両
端
ヲ
水
涯
ニ
支
エ
レ
バ
、
衆
勢
之

ニ
歸
ス
ル
ノ
衆
ト
ナ
リ
洪
濤
ニ
堪
ル
ベ
シ
。
遂
ニ
議

シ
テ
巨
木
細
木
ヲ
縦
横
ニ
交
叉
シ
、
張
扇
ノ
如
ク
外

桿
ト
ナ
シ
、
巨
松
数
万
、
樋
ヲ
立
ツ
ル
ガ
如
ク
四
行

ニ
列
シ
、
土
俵
七
万
有
余
ヲ
以
ツ
テ
内
ニ
�
行
ス
。

其
ノ
中
間
ノ
實
ハ
土
ヲ
以
ツ
テ
潮
水
ヲ
拒
ム
。
役
夫
、

往
來
シ
テ
相
ヒ
逼
ル
ヲ
以
ツ
テ
、
閑
架
ヲ
堰
上
ニ
作

り
、
複
道
ト
爲
ス
コ
ト
百
二
十
歩
。
別
ニ
防
堤
ヲ
築

キ
テ
湊
中
ヲ
阻
ム
。
役
夫
数
千
人
、
手
ニ
瓶
ヲ
持
チ
、

堤
内
ヲ
交
運
シ
テ
湊
中
ノ
水
ヲ
洩
ラ
ス
、
而
シ
テ
大

鐵
椎
及
ビ
大
鑿
ヲ
以
ツ
テ
、
石
地
磊

ヲ
穿
チ
、
舟

船
ノ
蔵
泊
ス
ル
ノ
灣
湊
ヲ
造
ル
。
湊
中
己
ニ
卑
シ
。

堤
外
ノ
積
水
ヲ
放
容
ス
ベ
キ
ヲ
量
リ
、
潮
退
時
ヲ
待

チ
テ
、
外
桿
ノ
土
木
ヲ
少
シ
ク
払
フ
ト
ト
モ
ニ
、
次

ニ
湊
中
ノ
堤
ヲ
決
シ
、
積
潮
ヲ
内
ニ
放
タ
シ
ム
。
其

ノ
声
雷
ノ
如
ク
、
瞬
隙
ノ
間
、
恰
モ
原
野
ノ
如
ク
、

三
�
悉
ク
見
ハ
ル
、
吏
民
ハ
驩
噪
シ
。
鉄
椎
大
鑿
畚

鋪
持
ツ
テ
雲
聚
シ
、
暫
時
ニ
シ
テ
工
役
成
ル
。
却
ツ

テ
地
下
ニ
入
ル
コ
ト
三
尺
、
湊
中
、
潮
退
時
ノ
深
サ
、

八
尺
余
、
更
ニ
溝

ヲ
開
キ
テ
、
以
ツ
テ
他
日
暴
雨

行
潦
ノ
ト
キ
湊
中
ヲ
壅
塞
ス
ル
備
ト
為
ス
。(

東
西
長

サ
二
百
歩
、
広
サ
二
歩
、
深
サ
一
歩)

總
テ
工
役
ヲ

用
ヒ
ル
コ
ト
三
十
六
萬
五
千
有
余
、
黄
金
ヲ
費
ス
コ

ト
一
千
百
九
十
両
、
事
ヲ
寛
文
辛
丑
正
月
十
有
六
日

ニ
始
メ
、
三
月
二
十
八
日
ニ
成
る
ヲ
告
ゲ
タ
リ
。〈
後

略
〉

�
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津
呂
港
に
次
い
で
着
工
し
た
手
結
港
の
工
事
は
、
比

較
的
順
調
に
進
み
、
１
６
５
５

(

明
暦
元)

年
に
完
工

し
た
。
手
結
港
は
古
く
か
ら
の
港
で
あ
っ
た
が
、
夜
須

川
が
運
ぶ
漂
砂
の
た
め
埋
没
し
、
上
方
に
向
か
う
船
は
、

避
難
で
き
な
く
な
り
困
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
不
便
を

解
消
す
る
た
め
、
津
呂
港
築
造
に
着
手
し
た
わ
け
だ
が
、

前
述
の
通
り
、
同
工
事
の
難
航
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
代
わ
り
に

手
結
港
修
築
を

急
い
だ
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。

着
工
に
当
た
っ

て
兼
山
は
、｢

旧

に
遵
っ
て
修
補

せ
ば
、
復
忽
ち

塞

(

埋
る)

す
る
の
患
い
あ

ら
ん｣

(
｢

南
海

の
偉
業
―
野
中

兼
山
一
世
紀｣)

と
、
従
来
の
夜

須
川
尻
を
避
け
、

｢

夜
須
庄
地
検
帳｣

に
あ
る

｢

手
結

大
小
路｣

を
候

補
地
に
選
ん
だ
。

民
家
を
壊
し
試
掘
し
、
工
事
成
功
の
見
通
し
を
得
た
う
え

で
幕
府
の
許
し
を
受
け
、
岩
盤
を
掘
り
下
げ
、
港
口
を
西

南
に
向
け
て
新
港
を
築
造
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

規
模
は
、
東
西
72
・
０
ｍ
、
南
北
１
４
４
・
０
ｍ
、

水
深
は
満
潮
時
６
・
06
ｍ
、
干
潮
時
３
・
03
ｍ
で
あ
っ

た
。｢

手
結
浦
日
抄｣

か
ら
、｢

夜
須
町
史｣

が
引
用
す

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

｢

岸
本

(

香
我
美
町)

脇
ノ
磯
か

ら
石
を
舟
に
て
取
り
石
垣
築
く
。
石
垣
四
方
に
犬
走
り

を
付
て
舟
よ
り
上
り
下
り
の
通
路
と
す
。
北
分
に
石
を

平
等
に
畳
み
舟
を
引
き
浪
立
ち
、
修
造
の
用
と
す
。
南

西
東
三
方
石
段
を
構
え
又
通
路
と
す｣

と
あ
る
。

ま
た
港
口
に
は
防
砂
堤
、
突
堤
を
設
け
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
漂
砂
の
堆
積
を
大
幅
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
漂
砂
の
悩
み
は
、
完
全
に
は

解
消
さ
れ
ず
、
ほ
ぼ
５
年
に
１
度
は
、
浚
渫
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
１
８
７
３

(

明

治
６)

年
、
県
に
よ
っ
て
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た

際
、
兼
山
が
築
い
た
、
防
砂
堤
、
突
堤
を
、
漁
船

の
出
入
港
の
邪
魔
に
な
る
と
縮
め
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
急
速
に
漂
砂
の
堆
積
が
進
み
港
が
使

え
な
く
な
っ
た
。｢

後
世
、
も
し
、
こ
れ
を
破
壊
す

れ
ば
、
港
は
た
ち
ま
ち
埋
ま
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う｣

と
の
兼
山
の
遺
訓
を
守
ら
な
か
っ
た
た
め
だ
と
い

わ
れ
る
。
手
結
港
が
復
活
す
る
の
は
、
１
９
１
５

(

大
正
４)

年
の
大
改
修
工
事
の
竣
工
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

(

次
号
に
続
く)

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用

現在の手結内港｡ 兼山業築いた当時の形をほぼ残している
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１
８
９
７

(

明
治
30)

年
２
月
高
知
県
安
芸
郡
安
芸
町

(

現
安
芸
市)

に
生
ま
れ

る
。
１
９
１
４

(

大
正
３)

年
県
立
第
２
中
学
校

(

現
安
芸
高)

を
卒
業
、
第
７
高

等
学
校

(

鹿
児
島)

を
経
て
、
１
９
２
１
年
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒

業
、
直
ち
に
東
京
市
役
所
道
路
局
に
勤
務
。
１
９
２
３
年
９
月
１
日
の
関
東
大
震
災

後
、
帝
都
復
興
院
計
画
局
技
師
を
振
り
出
し
に
都
市
計
画
、
道
路
交
通
の
各
部
門
に

わ
た
り
東
京
市
の
復
興
に
当
た
っ
た
。

１
９
３
３

(

昭
和
８)

年
６
月
満
州
国
の
招
き
に
応
じ
渡
満
、
土
木
部
門
の
最
高

技
術
者
と
し
て
新
京
市

(

現
長
春
市)

の
都
市
造
り
に
参
画
、
ま
た
、
ハ
ル
ビ
ン
特

別
市
の
工
務
処
長
と
し
て
都
市
改
造
を
主
宰
し
た
。
１
９
４
１
年
６
月
か
ら
１
９
４

４
年
ま
で
鴨
緑
江
河
口
の
大
東
港
建
設
局
長
、
功
績
に
よ
り
満
州
国
桂
国
章
三
等
を

受
け
た
。
１
９
４
４
年
ま
で
株
式
会
社
満
州
特
別
建
設
団
副
理
事
長
を
務
め
、
１
９

４
６
年
10
月
に
引
き
揚
げ
た
。

１
９
５
１
年
吉
田
茂
内
閣
の
国
土
総
合
開
発
審
議
会
委
員
、
１
９
５
５
年
鳩
山
一

朗
内
閣
の
経
済
審
議
会
委
員
、
１
９
５
７
年
岸
信
介
内
閣
の
東
北
開
発
審
議
会
専
門

委
員
、
１
９
６
２
年
池
田
勇
人
内
閣
の
交
通
基
本
問
題
調
査
委
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。

１
９
５
６
年
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
キ
リ
ロ
ム
高
原
に
首
都
建
設
の
調
査
を
行
い
、

都
市
建
設
計
画
を
立
案
。
そ
の
功
に
よ
り
同
国
の
勲
三
等
を
受
け
た
。

１
９
５
９
年
技
術
士
国
家
試
験
委
員

(

工
学
部
門)

に
任
命
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら

の
他
に
東
京
都
、
国
際
港
都
横
浜
を
は
じ
め
多
く
の
都
市
計
画
、
道
路
交
通
関
係
審

議
会
の
委
員
に
就
任
。
日
本
に
お
け
る
道
路
交
通
、
都
市
計
画
の
第
一
人
者
と
い
わ

れ
た
。

１
９
６
７
年
３
月
東
急
道
路
㈱
の
設
立
に
当
た
り
、
東
急
電
鉄
の
五
島
慶
太
社
長

に
乞
わ
れ
て
社
長
に
な
っ
た
。

１
９
７
５
年
11
月
郷
里
の
安
芸
市
で
死
去
。
79
歳
。
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
授
与

さ
れ
た
。

１
９
５
６
年
に
出
版
さ
れ
た
論
文
集

｢

一
里
塚｣

は
日
本
の
道
路
発
達
史
で
あ
り

将
来
へ
の
指
標
と
も
な
る
貴
重
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
１

９
６
２
年
に
帝
都
移
転
論
を
発
表
し
、
注
目
さ
れ
た
。
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凍
害
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

中
の
空
隙
水
の
凍
結
と
融
解
の

繰
り
返
し
に
よ
っ
て
生
ず
る
コ

ン
ク
リ
ー
卜
の
劣
化
現
象
で
あ

る
。

凍
害
に
よ
る
劣
化
に
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合

(

単
位
水

量
、
水
セ
メ
ン
ト
比
、
空
気
量

な
ど)

や
骨
材
の
品
質
、
日
射
・

外
気
の
影
響
、
そ
れ
ら
に
よ
る

凍
結
融
解
の
繰
り
返
し
、
養
生

の
程
度
な
ど
多
く
の
要
因

が
関
係
し
て
い
る
。

材
料
の
劣
化
と
し
て
、

微
細
な
ひ
び
割
れ
、
ス
ケ
ー

リ
ン
グ

(

コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
モ
ル
タ
ル
の
表
面
が
剥

離)

あ
る
い
は
ポ
ッ
プ
ア

ウ
ト

(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
内

の
骨
材
が
膨
張
し
、
表
面

に
浮
き
上
が
る)

が
起
き
、

激
し
く
な
る
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
断
面
欠
損
に
至
る
場
合
が
あ

る
。
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ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
や
モ
ル
タ
ル
に
お

い
て
、
主
に
セ
メ
ン
ト
に
含
ま

れ
る
ア
ル
カ
リ
成
分
と
反
応
性

を
有
す
る
骨
材
と
の
間
で
水
分

を
介
し
て
化
学
反
応
が
生
じ
、

ゲ
ル
の
生
成
お
よ
び
吸
水
膨
張

な
ど
に
よ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
モ
ル
タ
ル
に
ひ
び
割
れ
が
生

じ
る
現
象
で
あ
る
。

セ
メ
ン
ト
の
有
す
る
ア
ル
カ

リ
と
骨
材
に
含
ま
れ
る
シ
リ
カ

が
反
応
し
て
、
ア
ル
カ
リ
シ
リ

カ
ゲ
ル
と
呼
ば
れ
る
コ
ロ
イ
ド

状
の
物
質
を
生
成
す
る
こ
と
で
、

そ
の
膨
張
圧
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
現

象
を
い
う
。

セ
メ
ン
ト
か
ら
の
ア
ル
カ
リ

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
空
隙
水

中
で
はNaOH

やKOH

と
い
っ
た

強
い
ア
ル
カ
リ
性
の
溶
液(

PH
＝

13
〜
14)

と
し
て
存
在
す
る
。

こ
の
反
応
を
起
こ
す
ア
ル
カ
リ

は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム

で
あ
る
。

ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応
を
誘

発
す
る
可
能
性
の
あ
る
鉱
物
に

は
、
非
結
晶
質
の
シ
リ
カ
で
オ

パ
ー
ル
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
ク
リ

ス
ト
バ
ラ
イ
ト
、
カ
ル
セ
ド
ニ
ー

な
ど
が
あ
る
。
骨
材
の
岩
種
か

ら
反
応
を
生
じ
や
す
い
岩
石
を

挙
げ
る
と
、
火
山
岩
系
で
は
安

山
岩
、
流
紋
岩
、
玄
武
岩
な
ど
。

堆
積
岩
系
で
は
砂
岩
、
チ
ャ
ー

ト
な
ど
、
多
様
な
骨
材
が
該
当

す
る
が
、
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の

骨
材
を
用
い
た
か
ら
と
い
っ
て

ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応
が
発
生

す
る
と
は
隕
ら
な
い
。

ア
ル
カ
リ
シ
リ
カ
反
応
の
起

き
る
条
件
と
し
て
、
外
部
か
ら

水
の
供
給
が
あ
る
の
で
、
水
分

の
供
給
を
絶
つ
対
策
が
必
要
に

な
る
。

���

�
�

構
造
材
料
が
繰
り
返
し
荷
重

を
受
け
る
と
、
そ
の
回
数
が
非

常
に
多
く
な
る
と
静
的
強
度
以

下
で
あ
っ
て
も
破
壊
に
至
る
こ

と
が
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

繰
り
返
し
応
力
を
受
け
破
壊
し

た
と
き
の
強
度
を
疲
労
強
度
と

い
う
。

疲
労
の
起
き
や
す
い
の
は
、

交
通
荷
重
の
よ
う
に
連
続
し
て

荷
重
が
載
荷
さ
れ
る
条
件
に
あ

る
と
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鋼

橋
の
Ｒ
Ｃ
床
版
が
劣
化
す
る
よ

う
な
場
合
で
、
大
型
輪
荷
重
が

連
続
し
て
作
用
す
る
場
合
な
ど

で
あ
る
。

耐
久
性
の
照
査
に
当
た
っ
て

は
、
対
象
と
な
る
床
版
の
設
計

��
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��
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基
準
強
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
床
版
上
面

に
生
じ
た
ひ
び
割
れ
に
雨
水
が

侵
入
し
、
ひ
び
割
れ
が
少
し
ず

つ
大
き
く
な
り
劣
化
し
て
い
く

場
合
な
ど
が
あ
る
。
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良
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
造
る

た
め
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

つ
い
て
の
知
識
と
良
い
判
断
力

の
下
で
細
心
の
注
意
力
を
備
え

て
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

施
工
に
当
た
っ
て
の
僅
か
な
注

意
力
が
欠
陥
の
有
無
に
直
接
つ

な
が
る
こ
と
を
思
え
ば
、
良
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
造
る
た
め
の

基
本
を
身
に
つ
け
、
施
工
中
に

は
仕
様
に
か
な
っ
た
方
法
で
周

到
な
注
意
を
も
っ
て
行
う
こ
と

で
あ
る
。

近
年
の
設
計
方
法
の
進
歩
に

つ
れ
て
、
施
工
方
法
の
無
駄
を

な
く
す
た
め
、
安
全
面
で
の
余

裕
が
少
な
く
、
施
工
時
の
不
注

意
や
誤
り
が
直
ち
に
構
造
物
の

欠
陥
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
で
て

き
た
。

と
こ
ろ
が
、
施
工
現
場
で
は

工
期
の
短
縮
、
コ
ス
ト
の
削
減

を
重
視
す
る
あ
ま
り
に
、
技
術

の
進
歩
に
背
を
向
け
、
漫
然
な

施
工
が
重
大
な
欠
陥
に
至
る
こ

と
を
見
過
ご
し
て
い
る
こ
と
も

多
い
。

こ
れ
ら
の
欠
陥
は
、
ひ
び
割

れ
と
い
う
形
で
現
れ
る
場
合
が

多
い
の
で
、
主
と
し
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
と
ひ
び
割

れ
発
生
防
止
策
に
つ
い
て
述
べ

る
。

���
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梁
に
お
い
て
上
部
に
荷
重
が

か
か
れ
ば
、
中
立
軸
以
下
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
引
張
力
に
よ
っ

て
伸
び
を
生
ず
る
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
引
張
強
度
は
、
圧
縮
強
度

に
比
べ
て
、
配
合
に
も
よ
る
が
、

１
／
10
〜
１
／
14
く
ら
い
で
あ

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
引
張
強

度
は
計
算
に
加
味
す
る
ほ
ど
の

力
が
な
く
、
ま
た
伸
び
も
一
般

に
許
容
応
力
度
に
お
け
る
鉄
筋

の
伸
び
の
１
／
10
程
度
で
あ
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
お
け
る

鉄
筋
の
伸
び
に
追
随
で
き
ず
ひ

び
割
れ
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
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近
年
、
わ
が
国
で
製
造
さ
れ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
殆
ど
が
Ｊ

Ｉ
Ｓ
表
示
許
可
工
場
で
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
品
質
の
悪

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
非
常
に
少

な
く
な
っ
て
き
た
。

特
に
品
質
管
理
の
厳
し
い
Ｐ

Ｃ
桁
製
造
の
よ
う
に
高
強
度
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
要
求
さ
れ
る

ス
ラ
ン
値
の
精
度
が
、
直
接
ク

リ
ー
プ
値
な
ど
に
影
響
す
る
の

で
、
打
ち
込
み
直
前
の
ス
ラ
ン

プ
値
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

単
位
水
量
の
変
化
も
調
べ
る
こ

と
に
な
り
、
さ
ら
に
粗
骨
材
の

最
大
寸
法
を
調
べ
る
こ
と
で
品

質
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
ブ
リ
ー

ジ
ン
グ
は
、
こ
れ
が
適
度
で
あ

れ
ば
表
面
仕
上
げ
を
容
易
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
不
可
欠
で
あ

る
が
、
大
き
く
な
り
過
ぎ
る
と

材
料
の
分
離
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
仕
上
げ
が
悪
く
な
る
ば
か

り
か
、
粗
骨
材
の
下
面
や
水
平

鉄
筋
の
下
側
に
水
膜
を
つ
く
っ

て
鉄
筋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
付

着
が
で
き
な
く
な
る
。

圧
縮
強
度
の
大
き
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
経
済
的
に
つ
く
る
た

め
に
は
、
細
骨
材
率(

ｓ
／
ａ)

[(

細
骨
材
の
絶
対
容
積)

を

(

全
骨
材
の
絶
対
容
積)

で
割
っ

た
も
の]

が
な
る
べ
く
大
き
く

な
る
よ
う
な
細
骨
材
を
選
ぶ
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。
一
般
に
、

最
大
骨
材
寸
法
の
な
る
べ
く
大

き
い
粗
骨
材
を
用
い
る
の
が
有

利
で
あ
る
。
粗
骨
材
の
最
大
寸

法
を
大
き
く
す
る
と
、
同
一
ス

ラ
ン
プ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
対

し
て
セ
メ
ン
ト
量
お
よ
び
水
量

を
減
少
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
収
縮
ひ
び
割
れ

を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
。

今
後
の
設
計
施
工
で
は
、
性

能
規
定
に
則
り
、
部
材
に
対
す

る
粗
骨
材
の
最
大
寸
法
を
一
律

に
定
め
る
こ
と
な
く
、
部
材
寸

法
、
鉄
筋
の
間
隔
に
応
じ
て
施

工
可
能
な
範
囲
で
、
な
る
べ
く

最
大
寸
法
の
大
き
い
粗
骨
材
を

使
用
す
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
。
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５月30日まで公募を行っていた協会シンボルマークですが､ 全国各地より､ 下は７歳から上は83歳まで､ 1,035

点もの応募がありました｡

今後､ 厳正なる審査を行い､ よりよいシンボルマークを選考していきます｡ 多数のご応募､ 本当にありがとうご

ざいました｡

���� !�"#$%&'()*+,-./0123456

横井博之氏が７月10日に建設事業に対する御功績により国土交通大臣表彰を受章されました｡

横井氏は土砂災害の防止のための砂防工事や､ 安芸地域の基幹道となる安芸物部線の整備､ そして災害時には住

民の生活に配慮した復旧工事を数多く施工するなど､ 地域住民の安全と安心の確保と生活水準の向上のために全力

を注ぎ､ 地元安芸地域の社会資本整備に大きく貢献しました｡ また､ 経営者として社の発展に尽力したことなどが､

評価され受章することとなりました｡
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団 体 名 代 表 者 名 役 名 氏 名 商 号

室 戸 支 部 支 部 長 山 本 總 会 長 山 中 栄 広 栄 宝 生 建 設 ㈱
副 会 長 西 野 精 晃 ㈲ 西 野 建 設副 支 部 長 森 本 昌 宏
〃 宮 � 興 正 ㈱ 宮 崎 技 建

〃 三 谷 修 一
〃 武 田 啓 郎 啓 大 建 設 ㈲

安 芸 支 部 支 部 長 石 建 守 〃 杉 本 貞 雄 杉 本 土 建 ㈱
副 支 部 長 山 本 諭 〃 伊与田 和 彦 ㈱ 伊 与 田 組

理事・相談役 吉 村 文 次 ㈱ 轟 組〃 礒 部 昌 平
理 事 山 本 總 ㈲ 山 又 建 設

南 国 支 部 支 部 長 西 野 精 晃
〃 森 本 昌 宏 森 本 産 業 ㈲

副 支 部 長 田 内 雅 毅 〃 石 建 守 ㈲ 興 国 建 設
〃 西 山 正 高 〃 礒 部 昌 平 ㈲ 礒 部 組

嶺 北 支 部 支 部 長 佐古田 洋 市 〃 岡 � 隆 四 国 開 発 ㈱
〃 常 徳 和 也 ジョウトク建設㈱副 支 部 長 豊 永 英 雄
〃 佐古田 洋 市 ㈱ 長 重 建 設

〃 岡 本 淳 司
〃 豊 永 英 雄 ㈱ 東 豊 興 業

高 知 支 部 支 部 長 武 田 啓 郎 〃 宮 田 喜 弘 大 宮 建 設 ㈱
副 支 部 長 宮 田 喜 弘 〃 尾 � 盛 裕 尾 崎 建 設 ㈱

〃 尾 � 憲 祐 大 旺 新 洋 ㈱〃 尾 � 盛 裕
〃 三 谷 勝 水 ミタニ建設工業㈱

伊 野 支 部 支 部 長 田 中 允 泰
〃 田 中 允 泰 田 中 建 設 ㈱

副 支 部 長 西 内 正 光 〃 西 内 正 光 大 洋 建 設 ㈱
〃 西 村 � 〃 嶋 � 勝 昭 ㈱ 晃 立

〃 横 山 文 人 〃 三 本 稔 彦 ㈲ 三 本 建 設
〃 生 田 嗣 夫 ㈱ 生 田 組高 吾 北 支 部 支 部 長 嶋 � 勝 昭
〃 田 邊 聖 ㈱ 田 邊 建 設

副 支 部 長 山 中 栄 広
〃 土 居 三 平 ㈱ 土 居 建 設

〃 林 健 二 〃 佐 田 博 刈 谷 建 設 ㈱
高 陵 支 部 支 部 長 杉 本 貞 雄 〃 山 本 修 山 本 建 設 ㈱

〃 所 谷 昌 幸 所 谷 建 設 ㈱副 支 部 長 三 本 稔 彦
〃 沢良木 基 希 沢 良 木 建 設 ㈱

〃 有 澤 寿 明
〃 新 谷 茂 新 谷 建 設 ㈱

高 幡 支 部 支 部 長 生 田 嗣 夫 〃 上 原 敏 久 百 々 建 設 ㈱
副 支 部 長 田 邊 聖 〃 岸之上 憲 一 ㈱岸之上工務店

〃 松 元 秀 人 〃 瀬 川 昌 男 ㈲ 平 成 技 建
〃 杉 原 庄 二 ㈱ 三 宝 工 務 店中 村 支 部 支 部 長 土 居 三 平
〃 中 澤 陽 一 和 建 設 ㈱

副 支 部 長 佐 田 博
〃 國 藤 浩 史 須 工 と き わ ㈱

〃 福 原 紀 夫 〃 三 谷 修 一 ㈱ 三 谷 組
宿 毛 支 部 支 部 長 所 谷 昌 幸 常務理事 川 上 勲 夫

監 事 小 西 啓 太 新 洋 西 山 ㈱副 支 部 長 沢良木 基 希
〃 西 川 一 延 関 西 土 木 ㈱

〃 福 寿 秀 剛
〃 林 信 伊 ㈲ 希 秀

土佐清水支部 支 部 長 新 谷 茂 〃 福 原 紀 夫 福 原 建 設 ㈱
副 支 部 長 上 原 敏 〃 酒 井 公 一 ㈱ 酒 井 建 設
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総 務 委 員 会 労 務 委 員 会

役 名 氏 名 会 社 名 役 名 氏 名 会 社 名

委 員 長 三 谷 勝 水 ミタニ建設工業㈱ 委 員 長 玉 木 大 祐 高 陽 開 発 ㈲

副委員長 田 中 允 泰 田 中 建 設 ㈱ 副委員長 西 内 正 光 大 洋 建 設 ㈱

〃 坂 本 安 廣 ㈱ 轟 組 〃 前 田 郁 男 大 旺 新 洋 ㈱

〃 瀬 川 昌 男 ㈲ 平 成 技 建 〃 岸之上 憲 一 ㈱ 岸 之 上 工 務 店

委 員 山 本 總 ㈲ 山 又 建 設 委 員 森 本 昌 宏 森 本 産 業 ㈲

〃 礒 部 昌 平 ㈲ 礒 部 組 〃 岩 城 立 郎 ㈲ 岩 城 組

〃 田 内 雅 毅 ㈱ 田 内 組 〃 常 徳 和 也 ジョウトク建設㈱

〃 佐古田 洋 市 ㈱ 長 重 建 設 〃 豊 永 英 雄 ㈱ 東 豊 興 業

〃 三 谷 斉 ㈱ 三 谷 組 〃 今久保 正 博 ㈱ 三 谷 組

〃 宮 田 喜 弘 大 宮 建 設 ㈱ 〃 川久保 満月男 ㈲ 大 寿 建 設

〃 上 岡 武 司 ㈱ 上 岡 工 務 店 〃 木 原 勇 一 入 交 建 設 ㈱

〃 三 本 稔 彦 ㈲ 三 本 建 設 〃 小 松 盛 樹 新 進 建 設 ㈱

〃 佐 竹 正 明 ㈲ 七 里 建 設 〃 林 健 二 ㈱ 大 一 林 組

〃 土 居 三 平 ㈱ 土 居 建 設 〃 青 木 修 一 青 木 建 設 ㈱

〃 所 谷 昌 幸 所 谷 建 設 ㈱ 〃 藤 田 和 正 ㈱ 藤 田 建 設

〃 新 谷 茂 新 谷 建 設 ㈱ 〃 中 山 清 曉 中 山 興 業 ㈱

〃 上 原 昭 彦 ㈱上原プロジェット 〃 竹 村 真 一 竹 村 産 業 ㈱

〃 杉 原 庄 二 ㈱ 三 宝 工 務 店 〃 永 野 秋 夫 仁 淀 建 設 ㈲

〃 森 岡 敬 雄 ㈱ 開 洋 〃 結 城 裕 雅 三 和 建 設 ㈲

〃 山 下 繁 治 ㈲ 山 下 工 務 店 〃 野 口 隆 ㈱宗石建設工業所

土 木 委 員 会 建 築 委 員 会

役 名 氏 名 会 社 名 役 名 氏 名 会 社 名

委 員 長 尾 � 盛 裕 尾 崎 建 設 ㈱ 委 員 長 杉 原 庄 二 ㈱ 三 宝 工 務 店

副委員長 嶋 � 勝 昭 ㈱ 晃 立 副委員長 今 井 淳 一 ㈲ 前 里 工 務 店

〃 山 本 周 児 ㈲ 手 箱 建 設 委 員 市 原 悦 宏 ㈲ 平 成 技 建

委 員 西 本 啓 純 西 本 興 業 ㈱ 〃 酒 井 公 一 ㈱ 酒 井 建 設

〃 山 本 諭 ㈱ 山 本 建 設 〃 秦泉寺 英 雄 ㈱ 秦 泉 寺 建 設

〃 中 澤 克 水 ㈲ 中 澤 建 設 〃 徳 廣 貴 亮 ㈱ 大 徳 工 務 店

〃 岡 本 淳 司 ㈲ 岡 本 建 設 〃 中 村 成 博 ㈲ 中 村 工 務 店

〃 谷 本 誠 入 交 建 設 ㈱ 〃 濱 田 幸 一 ㈱ 開 洋

〃 田 内 俊 二 ㈱ 轟 組 〃 福 家 淳 也 フ ク ヤ 建 設 ㈱

〃 西 森 功 ㈱ 西 森 建 設 〃 益 岡 博 史 ㈱ 益 岡 工 務 店

〃 藤 田 龍 一 ㈲ 藤 田 組 〃 和 田 晶 雄 ㈲ 丸 和 工 務 店

〃 田 邊 一 也 ㈱ 田 邊 建 設

〃 小 出 昭 彦 ㈲ 小 出 建 設

〃 福 寿 秀 剛 福 寿 建 設 ㈱

〃 上 原 敏 久 百 々 建 設 ㈱
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保 健 委 員 会 コンプライアンス委員会 (特別委員会)

役 名 氏 名 会 社 名 氏 名 会 社 名

委 員 長 山 � 一 志 高 大 建 設 ㈱ 礒 部 昌 平 ㈲ 礒 部 組

副委員長 横 飛 孝 澄 関 西 土 木 ㈱ 尾 � 盛 裕 尾 崎 建 設 ㈱

〃 佐 野 邦 男 ㈱高知リフォ－ム 杉 原 庄 二 ㈱ 三 宝 工 務 店

委 員 福 重 佳 助 ㈲ 福 重 建 設 田 中 允 泰 田 中 建 設 ㈱

〃 國 藤 浩 史 須 工 と き わ ㈱ 玉 木 大 祐 高 陽 開 発 ㈲

〃 島 崎 忠 雄 ㈱ 島 崎 建 設 土 居 三 平 ㈱ 土 居 建 設

〃 林 信 伊 ㈲ 希 秀 西 野 精 晃 ㈲ 西 野 建 設

〃 大 場 将 史 福 留 開 発 ㈱ 三 谷 勝 水 ミ タ ニ 建 設 工 業 ㈱

〃 西 村 � ㈲ 土 佐 土 建 三 本 稔 彦 ㈲ 三 本 建 設

〃 鍋 島 次 郎 鍋 島 建 設 ㈱ 山 � 一 志 高 大 建 設 ㈱

〃 林 康 二 ㈲ 田 中 組

〃 刈 谷 修 三 ㈲ 刈 谷 土 木 ※五十音順

〃 瀬 川 昌 男 ㈲ 平 成 技 建

〃 米 林 利 雄 ㈱ 共 力 社

倫 理 委 員 会 (特別委員会)

役 名 氏 名 会 社 名

委 員 長 岡 本 嘉 之 高知県警察本部元刑事部長

委 員 國 島 正 彦 高知工科大学システム工学群教授

〃 田 所 大 祐 田所法律事務所弁護士

〃 中 村 浩 通 財団法人公正取引協会客員研究員

〃 三 浦 直 人 公益財団法人暴力追放高知県民センター専務理事
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一般社団法人高知県建設業協会の概要
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1 14 15 二重枠の文字を組み合わせて言葉を完成させてください｡

ヒント：太陽系の惑星です｡
13

9 2 16

3 812

4 11 9

5 17 10

6 11

7

ハ イ ビ カ スス
ン パ ー ミ ル
ザ セ イ ニ イイ
ワ ン ダ メ オ シ
ナ イ タ ー ケ ン
オ オ ウ ナセ
キ ン エ ン パ イ ポ

�������
1 30 32 36 2 41 4543

3 4

5 28 34 37 6

7 8 38 42

9 10 11 44

12 31 13

14 33 15 39

16 18 4617

19 20 35 21

22 4023

24 29 25

26 27

キ ン ガ シ ン ネ ン オ キ ワナ
ノ ク コ エ リ ザ ベ スジ
ツ ガ ワ マ サ ヒ コ ー ナ レ
ラ リ ダ バ ダ ヒ ブ リ ナン
ユ バ コ マ イ ト カ ナ グチ
キ オ ク サ ス ブ クタ サ
オ サ ム シ ス カ ン ネ

イ サ リ ム ラ ヤ コ シビ イ
マ カ ユ イ ガ ス オ ハ カ
デ サ ウ ナ ミ カ ゼ ケカ
シ ナ イ ヅ イ イ カ ニ
ヨ ン コ マ マ ン ガ セ イ ンフ

二重枠の文字を組み合わせて言葉を完成

させてください｡

ヒント：おめでたいです｡
�������	
��

＜ヨコのヒント＞
１ つつしんで新年の喜びを申し述べること｡ 年賀状などに
記す語｡

２ もずくの生産量が日本一の県｡
３ 正負や順序が割り当てられる対象について､ その割り当
て情報をあらかじめ与えずに選択をさせること｡ または
その対象のこと｡

４ 現イギリス女王｡ ○○○○○２世｡
５ 73歳の俳優｡ 妻に朝丘雪路を持ち､ 出演作に ｢お葬式｣､
｢マルサの女｣ がある｡

６ ある物事をたびたび経験したため､ 珍しくなくなる｡ ま
た､ たびたび行って､ そのことに熟達する｡

７ 国が乱れて人々が離散すること｡ ｢戦国○○の世｣｡
８ 高知の栗焼酎｡ これを使用したバウムクーヘンも発売さ
れている｡

９ 豆乳を加熱した時､ 液面に形成される膜を､ 竹串などを
使って引き上げた物

10 木綿の手縫い糸｡ ガス糸を２本より合わせたもので､ 光
沢があり高級木綿を縫うのに使われる｡

11 器物・器具に取り付ける金属製の小さな部品や細工物｡
12 過去に体験したことや覚えたことを､ 忘れずに心にとめ
ておくこと｡ また､ その内容｡

13 キク科の草｡ 夏､ 黄色い花を穂状につけ､ 花粉が風に飛
び､ 花粉症の原因になる｡

14 主として地上を歩き回る肉食の昆虫｡ 美しい色のものが
多い｡ また､ 手塚治虫が愛した昆虫でも知られる｡

15 みんなから嫌われること｡ 孤立すること｡ 総○○○｡
16 魚を誘い寄せるために夜間､ 漁船でたく火｡
17 三重県に本社を持つ会社で､ 主力商品に ｢あずきバー｣
がある｡

18 うどんの麺は､ これが命です｡
19 南米ペルーに植生するアブラナ科の多年生植物｡ 根は薬
用ハーブとして使われる｡ これには､ アルギニンという
アミノ酸が含まれており､ このアルギニンには健康維持
や美容､ 老化予防､ 老化病や生活習慣病などの病気の予
防改善に繋がると言われている｡

20 天上天下○○独尊｡
21 2006年に秋川雅史が歌い､ 大ヒットした曲 ｢千の風になっ
て｣ の出だしの歌詞｡ ｢私の○○の前で泣かないでくださ
い｡｣

22 フィンランド発祥｡ 温度が非常に高い部屋に裸で入るこ
とによって､ 汗をかく風呂｡

23 1944年10月20日に最初の攻撃隊が編成され､ 1945年８月
15日の終戦まで続いた､ 最も有名な特別攻撃隊である｡
外国人がこの呼び方をすることが多い｡

24 剣道で使う道具｡ 近年では､ 耐久性に優れたカーボン製
のものもある｡

25 寒い時期に鍋に入れて食することが多い｡ 殻をむく手間
を省くため､ 脚はむき身や半むき身の状態で売られてい
ることがある｡

26 日本の漫画形態の一つで､ 代表的なものに ｢フクちゃん｣､
｢サザエさん｣ がある｡

27 元イラク共和国大統領でイラン戦争､ イラク戦争の軸と
なる人物でもあった｡ サダム・○○○○｡

＜タテのヒント＞
１ 平安時代前期の歌人｡ 『古今和歌集』 の選者のひとり｡ 散
文作品としては 『土佐日記』 がある｡

２ 香川県の名産物で､ 日本の生産量95％を占めている｡
13 人間の活動における､ 分化した一つの領域｡ 物事のある
方面・範囲｡

16 2013年に流行した言葉｡ ｢いつやるか？○○｡｣
17 東海道の地に伝わっていた忍術流派の総称｡ 甲賀流と並
んで忍術の中で最も有名な流派の一つ｡ ○○流｡

21 群馬・福島・新潟の3県にまたがって広がる､ 地域｡ 日本
最大の高層湿原｡

22 サイコパスの略｡
23 造形美術のひとつで､ 線や色彩をもちいて､ 物の形や姿
を平面上に描き出したものである｡

25 ウミウシやカタツムリがこの仲間に属している｡
28 日本の大阪府吹田市､ 茨木市､ 高槻市､ 豊中市をホーム
タウンとする､ 日本プロサッカーリーグ (Jリーグ) に加
盟するプロサッカークラブ｡

29 元々はペルシア語｡ 平たく楕円形で､ 大きな草履のよう
な独特の形をしていて､ 所々ぽこぽこ膨れている｡ 日本
では､ カレーにつけて食することが多い｡

30 学生・生徒を対象に提供される割引制度の略語｡
31 線材を環状にしたものをつなげたもの｡
32 静まりかえって､ 物音一つしないこと｡ 静寂｡
33 理論や判断にまちがいがないこと｡ 推論の○○性｡
34 フォークデュオのグレープのメンバーの一人｡ 日本で最
も多くのソロ・コンサートを行った歌手である｡

35 雷に際して起こる光のこと｡
36 土製または陶製の火鉢｡ 中に入れた火桶をすっぽりおお
い､ 側面に数個の穴をあけたもの｡ 布団の中に入れて使
用する｡

37 アニメ､ 宇宙戦艦ヤマトの主人公｡
38 学名がホモ・サピエンスとされている｡
39 ボラなどの卵巣を塩漬けし､ 塩抜き後､ 天日干しで乾燥
させたもの｡

40 書類などを､ 順に回して届けること｡ または､ 送り渡す
こと｡

41 漢字で気障と書き､ 心配という意味でも使われるが､ 多
くは服装や言動､ 態度が気取っていて不快感を与えると
いう意味で使う｡

42 得なやり方､ 便利な方法であること｡
43 本州・四国・九州､ 朝鮮・中国に分布する越年性の１年
草｡ 山地の夏緑広葉樹林域の渓谷沿いなど､ 明るい草原
に生育し､ 高さ１ｍを超える｡

44 おしゃべりな者は､ 口先だけで実行力がないことのたと
え｡ ○○鼠を捕らぬ｡

45 花期は３月から５月｡ 春から夏にかけて紫色 (園芸種は
さらに白色・ピンク色など) をした６～９ミリ径の小さ
い５弁の花を咲かせる｡ 中世ドイツの悲恋伝説に登場し､
その伝説が花の語源となっているとされている｡

46 ある目的を実現しようと画策し､ 働きかける人｡ ブーム
の○○｡

����

(ヨコのカギ)
① 開花時期が５～９月の花｡ 南国を代表とす
る熱帯の花として知名度は高いが､ 日本の気
候では春や秋の方が花が咲きやすい｡
② ｢‰｣ この記号の読み方｡
③ 国家や地方公共団体がその任務を遂行する
ために営む経済行動｡
④ ○○チャンス｡ ○○コインランチ｡
⑤ 野球､ サッカー､ スキーなどの野外で行わ
れる競技を夜間に照明下で行うこと｡ 夜間試
合のこと｡
⑥ 全体を包み込むことや､ 物が隠れるように
布や板､ 蓋などをかぶせること｡ 動詞｡
⑦ ｢私はこれで会社を辞めました｡｣ のフレー
ズで有名な商品｡ マルマン社から販売されて
いる｡
⑧ １位の次点｡ 蓮舫参議院議員の言葉で ｢○
○ではだめなんでしょうか？｣ といった発言
があった｡
⑨ もともとは囲碁用語の一つ｡ 既に勝負が決
まっている時に､ さらに勝負を確実にするた
めに念を押すこと｡
⑩ 解剖学において骨格筋が骨に付着する部分
の筋肉主体部寄りにある結合組織のひとつ｡
組成は殆どが線維質であるコラーゲンで､ 軟

部組織としては硬い方に属する｡
⑪ ブラジル人のレーシング・ドライバー｡ ア
イルトン・○○｡

(タテのカギ)
① 今年ＴＢＳで放送されたドラマ｡ 主演は堺
雅人｡ 名台詞に ｢倍返しだ｣ がある｡
⑪ プロ野球の両リーグの略称｡
⑫ 電子を受け取って負の電荷を帯びた原子､
または原子団｡ マイナスイオンの別名｡
⑬ アメリカ合衆国のマーベル・コミック刊行
の複数のアメコミに登場する架空のヒーロー｡
○○マン｡
⑭ ○○ナビ｡ ○○ラジオ｡
⑮ あなどりがたい人､ 油断ができない人とい
う意味｡
⑯ 数量が増加するに従って比率がアップする
こと｡ ○○税｡
⑰ 苗代で育てた稲の苗を水田に移し植えるこ
と｡
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二重枠の文字を組み合わせて言
葉を完成させてください｡

問
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(ヨコのカギ)
① 夏限定の食べ物｡ よくラーメン屋
の店先に ｢○○始めました｣ と張り
紙がしてある｡
② 偽物という意味で､ 語源は人騒が
せからきたという説がある｡
③ 彦根城と琵琶湖がある県｡
④ 通称 ｢エチオピア｣ と呼ばれるカ
ツオ｡
⑤ 月・惑星探査機や宇宙船が, 搭載
機器や人間の耐えられるような低相
対速度で目的の天体に着陸すること｡
⑥ 英語で､ ｢Younger sister｣ または
｢Littlesister｣｡
⑦ 音楽用語｡ テノールとバスとの中
間の音域の男声､ これに相当する音
域の楽器をさす｡
⑧ 髪をといたり､ 髪を飾ったりする
道具｡
⑨ 背中に１つまたは２つのこぶを持っ
ている動物｡
⑩ ○○ウマ｡ ○根県｡

(タテのカギ)
① 太平洋西部の海｡ 南西諸島とユー
ラシア大陸で挟まれている｡
⑪ 苦痛や欲望などをじっと耐えて平
気な顔を装ったり､ 負け惜しみをし
て人の同情や援助を拒否したりする
こと｡
⑫ 漫画､ あしたのジョーの作画を行っ

た人物｡
⑬ 茎を高く伸ばし､ 夏に花を咲かせ
る｡ 代表的な種にオニ○○やササ○
○がある｡
⑭ 徳の高い行いのすぐれていること｡
富み栄えること｡
⑮ 玩具花火の一種｡ 少量の火薬と金
剛砂を紙玉にした音響玩具で, 地面
に投げつけたり強く踏みつけたりす
ると爆発して鳴り響く｡
⑯ カモ目カモ科ガン亜科の鳥｡ 雁の
仲間｡ 白い姿はアヒルに似ているが
互いに別の種｡
⑰ 和名をアメリカネリと言い､ ほか
に陸蓮根 (おかれんこん) の異名も
ある｡ 沖縄県や鹿児島県､ 伊豆諸島
など､ この野菜が全国的に普及する
昭和50年代以前から食べられていた
地域では ｢ネリ｣ という日本語で呼
ばれていた｡
⑱ 陸上自衛官の階級の一｡ 陸曹の下｡

1 11 12 13 14 15

2 7

3 8

4 16 17

5 18

9

6 10 �������	�
���

����

������������		��
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� �����
1 9 10 11 12

6

2

8 13 143

4 7

5

ム ラ カ ハ ル キミ
ツ イ ジ ー マ
ム ダ バ ナ シ グ
ネ シ ラ レ
ウ ラ カ ズ ヨ シミ

ツ ナ ン ウ ス
ジ ユ シ ウウ ソ

二重枠の文字を組み合わせて言葉を完成させてください｡

ヒント：花言葉は ｢自信｣ ｢信頼｣ ｢優雅｣ ｢高貴｣ ｢忍耐｣

｢内緒｣ ｢悲痛｣ ������

(ヨコのヒント)

① 小説家｡ 代表作に､ 『１Ｑ８４』､ 『ノルウェ

イの森』 がある｡

② これといって決まった話題のない､ とり

とめない話｡

③ 静岡県静岡市葵区出身のプロサッカー選

手｡ Ｊリーグ発足当時からプレイを続ける

唯一の現役選手

④ スズキ目サバ科マグロ族に分類される魚

の総称｡

⑤ 信条が科学､ 論理､ 理性に基づいて形成

されなければならず､ 権威､ 伝統や様々な

ドグマによってはならないと考える思想的

な立場｡

⑥ モルソン・クアーズ・ジャパン株式会社

が販売しているアルコール飲料｡ 果実酒が

ベースのリキュール｡

⑦ 穀物の脱穀や製粉､ 餅つきなどに用いる

道具｡

(タテのヒント)

① 幕末から明治時代の武士､ 政治家､ 外交

官｡ カミソリ大臣と呼ばれ､ 伊藤内閣の外

務大臣として不平等条約の改正に辣腕を振

るった｡

⑧ 首の後ろ部分｡ 襟首・首筋とも言う｡

⑨ 二枚貝の閉殻筋の通称名｡

⑩ 恥ずべきことをして平気でいること｡ 厚

顔であること｡

⑪ ○○大柴｡ 本名､ 大柴 亨｡

⑫ ＮＨＫのテレビドラマ ｢少年ドラマシリー

ズ｣ の作品のひとつ｡ 完全犯罪を企てる推

理作家と素人探偵の駆け引き｡ 原作者は星

新一｡

⑬ 中国後漢末期の将軍｡ 蜀漢の創始者であ

る劉備に仕え､ その人並み外れた武勇や義

理を重んじる人物は敵の曹操や多くの同時

代人から称賛された｡

⑭ 元素記号は I｡ 小学校､ 中学校の理科実

験において､ デンプンを簡易的に検出でき

る試薬としてヨウ化カリウム水溶液に溶か

したものが多用されている｡
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高知県防災キャラクターＣ◯やなせたかし
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〒780-0870　高知県高知市本町 4丁目 2-15

野良時計（安芸市）野良時計（安芸市）
120 年ほど前、野良仕事をする人に時間を知らせるため、
地主の畠中源馬さんが西欧の時計を手本に自ら手作りした
時計。国の登録有形文化財に登録されています。周囲は地
元の人の育てたヒマワリやコスモスなど四季の花で彩ら
れ、のどかな田園風景の中に溶け込んだ時計台は今も地域
のシンボルとして親しまれています。

（高知県ホームページより）
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　( 写真提供：高知県 )


